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  ６月(水無月)の行事予定  

 
３日（金）13:30～ よみきかせ定例会  神郷公民館 
     19:00～ 運審会        〃 

 ６日（月）19:00～ 社協理事会     神郷公民館 
 ７日（火）19:00～ 老人会長会       〃 
１１日（土）９:30～ 三世代交流ウォーキング 
１３日（月）13:30～ 社協事務局会     〃 
      19:00～ 健全育成部定例会   〃 
１４日（火）19:00～ 民児協定例会          〃 
１７日（金）10:00～ ちょっとだけアジサイ祭り忠魂碑広場 
２１日（火）13:00～ 老人クラブ輪投げ大会 〃 
２２日（水）19:00～ 地区連絡会議       〃 
２４日（金）19:30～ 連合自治会長会    〃 
２５日（土）10:00～ 子ども教室 折り染め 神郷小学校 
２８日（火）10:00～ マイナンバーカード出張申請 公民館 

19:30～ 少年補導定例会    神郷公民館 

 
「自転車の町にいはま」の名がついた頃 

神郷校区各種団体紹介⑨ 

新居浜市消防分団 神郷分団 

新居浜市消防団神郷分団は、定員５５名、機械器具消防ポ

ンプ自動車 2 台、積載車２台、小型動力ポンプ付自動車１台

を保有しています。 

新居浜市消防団の基本方針は、我々消防団は、「愛する地域を、

災害から守る。」という使命達成のため、自発的参加と厳格な 

指揮命令のもとで活動することを基本としています。消防団

の三大特性である地域密着性、要員動員力、即時対応力を活

かし、常備消防と連携して消火活動のみならず風水害、地震

などによる被害の軽減を目的とし、地域の防火防災リーダー

としての自負と誇りを持ち、地域住民から信頼され必要とさ

れる消防団として組織活動を展開します。 

 消防団活動を活性化させるため、平時の各種活動の中で組

織力を養うとともに、技術、知識の向上を目的とした教養訓

練を行い、消防団員の資質向上を目指しております。 

 また、今後、高い確率で発生が危惧されている南海トラフ

巨大地震、激甚化する集中豪雨災害などの自然災害及び大規

模火災など各種災害に対応するため、愛媛県消防団広域相互

応援協定に基づき、各種関係機関と連携し更なる充実強化を

図り、より一層の防災対策を推進し、安全で安心して暮らせ

るまちづくりを目指します。 

 本年度の消防団活動は 

「自らの地域は、地域住民とともに、自らで守る」を目標と

し、消防団への加入促進・消防団活動等の広報に積極的に取

り組む。自主防災組織などと連携を密にし、地域防災の中心

的な役割を担い住民の防火・防災意識の高揚に努める・市民

指導員を中心に住民に対する防災指導を展開し、地域防災の

充実強化を図る・消防団活性化検討委員会の積極的な推進と、

より実効性のある消防団活動を通じ、若手団員の人材育成を

図るとともに、資質の向上に努める。健康管理と安全管理を

自ら実践し、市民に信頼される消防団員を目指す。を重点項

目にあげています。 

 令和２・３年度とコロナ禍により訓練・行事等は延期又は

中止を余儀なくされましたが、火災など各種災害は待ってく

れません。私たち消防団は、常備消防と連携して地域住民の

生命・財産を火災から守ること、又地震・風水害による被害

の軽減に努めることです。常日頃から予防消防に努め安心し

て住める地域社会づくりに協力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 行政資料によると、自転車は昭和 25 年（1950）頃、概

ね 1 世帯に 1 台の割りで保有されていたが、昭和 30 年

（1955）には 2.5台、市内での台数が 10万台までふくれ

あがり、自転車のまち新居浜の名がついた頃であった。 

 この頃、遠距離の通学・通勤は自転車が主流で、昭和 40

年代の前半までが自転車の全盛期であった。 

 新居浜は、労働者の町とも言われ、住友各社の工場・事業

場や、その下請け工場などへ通勤する人の多くは自転車であ

ったが、 東は宇高・沢津地区から垣生・大島・多喜浜・神

郷は勿論、阿島越えをして宇摩の土居方面から、また上部の

中萩・角野・泉川・船木や大生院からは勿論、遠く西条の飯

岡方面からも自転車通勤の人々が多くいた。 

 また、汽車通の人も多く東から西から新居浜駅に下車すれ

ば、駅前に数軒の自転車預かり店があって常に 4～500台預

かっており、預けていた人は自転車に乗って職場に走り、夕

方は退社して朝とは逆に新居浜駅に走り、翌朝まで自転車を

預けておく、これを毎日繰り返すのである。 

 戦後の復興から高度経済成長期に入り、市民の生活が向上

すると自転車がオートバイクに、ついには自動車へと移りま

した。そして、朝夕通勤時の様相が一変し、オートバイ、自

転車の大群が町を通過するようになりました。 

  

 自転車のまち…こぼれ話し 

 終戦間もない頃、通勤手段は主に自転車であったが、その

ころの自転車は戦時中の老朽化したものであり、修理や整備

しても、悪路や長距離を走ると、パンクや故障をすることが

多かった。そのため通勤路沿いには自転車店があり、けっこ

う繁盛していた。また、新車は買うには相当高く、目玉が飛

び出るほど高かった。それに、新車を買うには順番を待たね

ばならない状況であった。しかし、だんだんと新車が増え 

新居浜の街を銀輪を輝かさせてさっそうと通勤する光景がテ

レビに放映されたりして、新居浜は『自転車が駆け抜ける街』

として有名になったこともあったという話しです。 

 

 昭和 34 年頃、惣開町の住友化学 

と住友重機の正門前で社員が会社 

へと急ぐ、雨の日の風景 

昭和 53 年頃、 

時代も移り通勤の 

多くは単車・四輪に 


